
上
地
区
で
は
既
報
の
と
お
り
国
の
指

定
小
ご
イ
气
ほ
場
整
備
後
の
営
農
を
如

何
に
糾
卜
厂
气

乂
、
こ
れ
を
昭
べ
と
し

て
　

自
谷
眄
・の
肋
皿
づ
よ

り
倥
み
よ
く

す
る
た
い
　
圸
八
ぐ
る
乱
の
作
吋
が
続

け
ら
釧
、
計
山
言
羆
ん
で
い
ろ
．

こ
の
不
業
は
　

川
が
新
し
く
打
出
す

三
次
構
造
改
善
事
業
の
モ
デ
ル
と
し
て

実
駭
的
に
に冂
わ
れ
る
も
の・
で
、
竹
災
は
．

今
ま
ｙ

叫
丿
翁
に唱
七
の
回

心
に
鵬
さ
な
い

地
区
や
八
八
的
に
鬪
災
宇
陀
を
高
め
る

と
共
に
、
生
仰
の
み
な
ら
ず
、
生
活
環

境
等
腮（
目
的
な
壑
㈲
を
迩
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
上
地
区
で
は
発
展
対
策

協
議
会
士
叩
心
に
尸
し
卜
私
心
の
様
な

基
本
拊
ぶ
で
計
踟
奎
塋
阡
り
　

各
闘
家

の
個
別
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

（
匸
農
用
地
の
高
度
利
用
を

促

進

す

る

農
用
地
を
高
度
利
用
出
来
る
よ
う
極

力
土
地
基
盤
を
箟
備
し
て
、
麦
作
、
園

芸
作
物
の
栽
培
に
利
用
を
Ｍ
る
。
特
に

中
核
農
家
の
利
川
が
㈲
か
よ
う
、
賃
貸

借
契
約
等
を
奨
の
る
川
進
乎
業
を
行
う

○
裏
作
期
間
借
地
し
て
麦
作
等
を
行

う
場
台
＝
利
川
粨
　
米
一
俵
程
度

６
二
年
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
場
合

賃
借
料
　

米
二
俵
相
肖
額

（
但
し
ｍ

場
整
備
田
の
標
準
水
田
）

（
二

）
稲

作

の
機

械
化

組

織

に

よ

る

高

能

率

生

産

体

制

を

確

立

し

て

、

そ

の
推

進

を

図

る

と

共

に

中

核
的

担

い

手

農

家

を

育

成

し
安

定

し

た

農

業

生

産

を

行

う

○
稲
作
受
託
組
織
を
当
面
一
集
団
設
け

て
五
二
年
度
に
お
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー

（
四
○
馬
刀
）
　
二
口
、
五
三
年
度
に

ヲ
ノ
バ
イ
ン
（
四
俵
）
二
台
を
装
備

し
て
足
元
作
業
を
受
け
ろ
。

受
託
作
業
料
金
次
の
と
お
り
（
但
し

圃
場
整
備
田
に
し
て
標
準
的
水
田

荒
起
こ
し
　
　
　
　
　
二
、
五
〇
〇
円

荒
代
か
き
　
　
　
　

二
、
〇
〇
〇
円

仕
上
代
か
き
　
　
　

一
、
五
〇
〇
円

上地区の高度農業
生産モデル地域整備
実験事業のすすめ

稚
苗
田
植
　
　
　
　
四
、
〇
〇
〇
円

防
除
一
回
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
円

コ
ン
バ
イ
ン
刈
取
　
八
、
〇
〇
〇
円

ラ
イ
ス
セ
ル
い
っ
　
て

○
○
○
円

そ
菜
荒
起
、
畦
立
　
五
。
０
０
０
円

と
暫
定
的
に
定
め
、
各
作
業
毎
に
各
農

家
は
何
年
か
ら
委
託
作
業
を
行
う
か
を

計
画
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
設
定
料

金
は
、
一
般
並
よ
り
半
額
以
下
の
も
の

も
あ
る
が
、
購
入
費
の
二
分
の
一
が
補

助
金
で
あ
る
こ
と
。
昌
械
性
能
か
町
い

こ
と
か
ら
に
減
価
計
算
上
な
る
も
・
い
で
、

農
家
佃
々
に
岼
入
す
る
こ
と
が
如
何
に

無
駄
で
あ
る
か
比
奴
僕
計
し
、
へ
。
後
、

雌
機
囗
づ
句
闘
い
侍
の
時
か
ら
、
機
械
化
集
団

へ
の
に
作
業
委
託
へ
切
言
を
す
す
め

る
巾
に
し
て
い
八
八

心
ち
な
み
に
一
町
作
借
客
が
胆
頤
で
ト

ラ
ク
タ

ー
一
台
を
脳
べ
す
る
と
代
金
約

一
〇
〇
万
円
掛
か
り
、
田
利
子
だ
け
で

も
七
万
で
ノ
友
託
作
業
で
は
、
仕
上
、

代
か
き
ま
で
六
万
円
で
受
託
し
て
く
れ

る
し
、
労
働
な
し
で
、
ま
だ
一
万
円
余

り
が
あ
る
。

所
得
目
標
一
〇
〇
万
円
、

○
露
地
回
芸
（
西
瓜
4‐
キ
ャ
ベ
ツ
）

一
二

○
○
○
が
、
所
糾
五
〇
万
円

○
昌
翕
竚
に
は

肉
川
牛
一
？
二
血
の
川
二冂
を
奨
め
る

上
地
区
の
目
標
と
す
る
全
休
生
産
は

（

ウ
ス

ー
○
棟
の

Ｉ
〇
。、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

㎡

西
瓜
　

五
加
。
麦
　

二
〇
に心
。
早
生

稲
二
〇
加
。
キ
ャ
ベ
ッ
　

ー
五
加
（

内
ぶ
、
早
生
捐
跡
一
〇
に叨
、
西
瓜
跡

五
にＥ一
等
）
。
肉
用
牛
増
頭
　

二
〇
頭

そ
れ
で
も
。
自
分
か
機
械
を
時
ち
、

自
（
刀
が
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
気
が
済
ま

ぬ
と
は
一
体
ど
う
し
た
引
だ
ろ
う
。
吐

の
中
は
か
つ
て
な
い
不
景
気
に
な
っ
て

い
る
と
云
う
の
に
。

（
一
子

機

械

化

集

団

へ

の

委

託

作

業

等

、

近

代

化

に

よ

る

余

剰

労

力

は

、

中

核

農

業

者

、

高

令

者

、
婦

人

等

能

力
に
合
せ
適
合
し
た
作
業

労

働

に
就

業

す

る

よ

う

適

正

な

経

営

拡

大

を

す

す

め

る

○
専
業
を
志
向
す
る
中
核
的
農
冢
に
は

○
上
地
区
林
地
へ
農
場
を
開
発
し
、

肥
育
豚
常
時
三
〇
〇
頭
、
所
得
目

標
五
〇
〇
万
円

○
ハ
ウ
ス
園
芸
（
西
瓜
十
ト
マ
ト
又

は
（
い
ち
ご
）
二
、
〇
〇
〇
。″一
、

所
得
目
標
三
〇
〇
万
円
。

○
婦
人
、
男
子
中
高
令
者
、
余
暇
型
兼

業
従
事
者
に
は

○
ハ
ウ
ス
ー
棟
（
一
、
〇
〇
〇
．
ｇ
）

と
地

力
対
策
の
推
進

○
近
代
生
産
展
開
の
元
と
な
る
基
盤
条

件
を
整
備
す
る
た
め
、
県
圃
か
ら
外

れ
て
い
る
棚
田
地
区
二
四
に叨
に
つ
い

て
も
、
大
型
機
械
が
入
る
よ
う
、
こ

の
小
業
で
圃
場
整
備
を
す
る
。

の
整
備
田
の
坤
刀
が
川
個
す
る
よ
う
、

堆
肥
９
投
人
し
、
土
づ
く
り
を
行
う

特
に
匸
銷
脉
団
地
笠
の
畜
産
経
営
と

有
機
的
連
け
い
の
巾
で
組
繊
的
に
実

施
’ゝリ
フＱ
Ｏ

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
　
反
当
一
１

四
、
五
○
○
円
で
投
入
運
動
展
開
。

（
五
）
農
村
生
活
の
環
境
整
備

を
推
進

ず
る

生
産
と
生
活
の
環
境
条
件
が
均
衝
あ

る
形
で
推
進
す
る
よ
う
生
活
の
条
件

整
備
を
進
め
る
。
特
に
農
村
を
終
生

の
生
き
が
い
の
あ
る
も
の
と
し
て
、

老
人
の
健
康
増
進
、
婦
人
等
の
体
力

づ
く
り
、
生
活
研
修
が
進
む
よ
う
、

地
域
施
設
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し

地
域
の
要
望
を
集
約
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て

上
地
区
発
展
対
策
協
議
会
長
山
田
　
恭
輔

昭
和
5
2年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
上
地

区
の
比
類
な
き
向
上
包
め
ざ
し
て
新
た

な
意
欲
に
燃
え
て
い
ま
す
。
伺
卒
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
上
地
区
が
他
地
区
に
先
立
っ
て

圃
場
整
備
の
恩
恵
に
浴
し
。
そ
の
上
農

林
省
の
高
度
農
業
生
産
モ
デ
ル
地
域
整

備
実
験
事
業
の
指
定
を
受
け
て
、
地
区

内
の
農
業
振
興
と
環
境
整
備
へ
の
取
り

組
み
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
、
地
区
の

将
来
の
た
め
、
大
変
喜
こ
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
実
験
事
業
を
巧
み
に
利

用
し
て
、
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と
昨
年

以
来
地
域
の
皆
さ
ん
と
幾
度
と
な
く
研

究
、
討
議
を
積
み
重
ね
て
来
ま
し
た
が

い
よ
い
よ
基
本
計
両
を
完
成
す
ろ
時
期

を
迎
え
ま
し
だ
。
こ
こ
に
そ
の
経
過
と

抱
負
等
申
し
述
べ
ま
し
て
改
め
て
皆
さ

ん
の
奮
起
と
決
断
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
づ
全
町
家
に
関
係
の
深
い
機
械
集

団
は
5
3年
に
稼
動
す
る
農
協
の
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
を
軸
に
ト
ラ
ツ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
等
の
大
型
農
機
を
装
備
す
る

組
織
を
地
区
内
に
編
成
し
て
、
参
加
農

２
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